
②作りたい曲のイメージに近付
けられるリズムを選択し、ポ
ピュラー音楽を聴きながら創
作活動をする。

題材名 「 リズムの特徴を捉え、ポピュラー音楽を味わおう 」 （第３学年 B鑑賞）

■本時の概要

■題材の目標
リズムを知覚し、それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受しながら、曲想と音楽の構造や、音楽の特徴とその
背景となる文化や歴史、他の芸術との関わりについて理解するとともに、生活や社会における音楽の意味や役割につ
いて考え、音楽のよさや美しさを味わって聴く。

■本事例のポイント
１.ビートやリズムの働きを主体的に捉えて、ポピュラー音楽のよさを味わうために、創作の活動を行った。
２.生徒同士の作品を批評し合うことでリズムの知覚・感受をし、実感を伴った知識の習得を目指した。
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■題材の指導計画（全４時間）
第１時 「ポピュラー音楽のリズムの理解」
・８ビート、スウィング、クラーベのリズムについ
て、その働きや特質を理解する。

第２時 「創作活動によるリズムの深い理解」
・それぞれのリズムを用いてメロディに合わせた
リズム創作を行い、リズムについて理解を深
める。

第３時 「リズムとポピュラー音楽の関係を考える」
・リズム創作を通して、ポピュラー音楽にどのよう
な影響を与えているのかを考える。

第４時 「ポピュラー音楽の意義について考える」
・なぜポピュラー音楽が広く人々に親しまれてい
るのかを考える。

目標 ポピュラー音楽の様々なリズムを用いた創作活動を通し、
リズムの働きや特質について理解することができる。

①かえるの歌に合わせ、８ビー
ト、スウィング、クラーベのリズ
ムを用い創作活動を行う。

③掲示板アプリに作品と工夫した
点を投稿し、他者参照したり全
体で共有したりしながら批評する。



②掲示板アプリを使用して、考えの共有と批評を行う。
＊他者の作品を視聴し、気になる作品は、作者のと
ころへ行って創作の意図と、使っているリズムをどの
ように感じているかについて詳しく聞くことができた。

＊交流して得た気付きから作品を直し、自分の使っ
たリズムの特質についてまとめることで、音楽の構
造に対する理解を深めることができた。

■学習調整をしている子供の姿 ■指導と評価の工夫

■成果（○）と課題（▲）
○創作活動の経験から、鑑賞教材のよさについて具
体的な根拠をもち、他者との関わりの中で価値意
識を再認識することができた。

▲作品に対するコメントを基に対話を発展させたり、
作品をよりよくしたりすることができた生徒は一部に
留まった。生徒が、音楽的な見方・考え方を働か
せることができる創作活動の改善が課題である。

【活用したアプリや機能】Padlet、カトカトーン

①リズムの働きや特質について、実感を伴って理解
し、鑑賞教材と主体的に関われるよう、鑑賞領
域の授業に創作活動を取り入れる。

＊それぞれのリズムの雰囲気を捉え創作活動を行う
ことで、鑑賞時にはリズムに着目することができる。

＊作った作品について紹介し仲間と批評することで、
リズムの違いによる音楽の雰囲気の変化を主体
的に感じることができる。

＊創作活動の経験により、鑑賞教材と主体的に関
わり、より深く作品を味わうことができる。

創作活動をすることによって、鑑賞の新たな気付きを得ることができた。

子供が自らの学習を振り返る場面の設定

作品と創作の意図を他者参照し、リズムをどのよう
に生かしているのかという視点で批評しました。
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